
■基本理念 すべての県民が、相互に人格と個性を尊重し合うとともに支え合いながら、安心して幸せに暮らすことがで
きる地域社会の実現を目指す。

■地域が抱える課題

■奈良県域地域福祉推進大綱
［基本的な考え方］

■めざす地域の姿
［理想的な地域社会の状況］

■県域の地域福祉の推進
［推進に向けた取組の方針］

■アクションプログラム
［施策の体系］

具体的な実行計画

課題解決に向けた取組

奈良県域地域福祉計画施策体系（案） 資料２

３．計画の構成（案）

２．計画の期間 ○２０１９年度から２０２２年度の３年間の計画。 ※アクションプログラムの取組に関する状況を定期的に把握

３．福祉を支え
る人づくり

１．分野や人をつなぎ、
地域力を強化する

○地域の人々を支える支援
体制の充実強化

○福祉サービスの質の向上
○市町村地域福祉計画の策定
支援

○地域福祉を推進する人材の
育成・組織づくり

○福祉・介護人材の確保

１．「支え合い」
活動の推進

２．多様な福祉の
担い手づくり

３．安心できる
福祉基盤の充実

○地域共生の仕組みづくり

１．改正の趣旨
○制度の狭間となる課題や社会的孤立が増加しており、行政や個人の力で対応するのは限界がある状況となっています。
○次期計画では、包括的、予防的支援を体制の構築目指し、地域力強化に向けた取組の推進や福祉専門職の確保・定着
支援、地域課題解決に資する人材の育成と活用に取り組みます。

１

○既存の福祉制度が届きにくい「制度の狭間」や「複合的な世帯の課題」の増加。
○近隣の支え合い機能の脆弱化による、社会的孤立や孤独死等の増加。
○福祉・介護人材や、地域におけるアウトリーチと地域づくりを担う人材の不足。

１．社会的包摂・社会参加

２．住民の機運醸成
地域共生社会の地域づくり

４．県と県社協が核となり、
市町村と連携して進める

５．地域社会を支える
共通基盤を整備

６．地域における包括的
支援体制の構築

３．福祉における多様な
担い手を育成・支援

２．共生のコミュ
ニティの構築

４．県域セーフティ
ネットの充実


